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「人権の花」運動 実践報告 
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１ 人権教育の基本構想 

 

        

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす子ども像 

○目標に向かい粘り強く取り組む子ども 

○認め合い、聴き合い、伝え合う子ども 

○進んで体を鍛え自他の心や命を大切にする子ども 

ともに学び、ともに生きる中で、お互いのことを知り、互いを認め助け合い、

差別をなくそうとする子ども 

1 年 クラスや近くの友だちといっしょにがんばる集団づくり 

2 年 仲間といっしょにがんばる集団づくり 

3 年 友だちのよさを認め合える集団づくり 

4 年 友だちのよさを認め合い、支え合う集団づくり 

5 年 身の回りにある差別に気づき、友だちの思いに近づいて考え行動できる 

集団づくり 

6 年 社会にある差別に気づき、解決しようとする発言や行動ができる 

集団づくり 

○日本国憲法 

○教育基本法 

○学習指導要領 

○部落差別解消推進法 

○各法令等 

学校教育目標 

学びあい 思いあい きたえあう

大平山っ子の育成 

○子どもの実態 

○保護者の願い 

○教師の願い 

○地域の願い 

○社会の願い 
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人権教育目標 

○人権尊重を基本理念とし、教育活動全体を通して「差別に気づき、差

別を許さない」正しい判断力と行動力を持った子どもの育成を図ると

ともに、一人ひとりを生かす人権教育の実践に努める。 

教育活動全体を通じて育成 



２．「人権の花」運動の目的 

 子どもたちが協力して花を育てる活動を通して、心を豊かにし、命の大切さや相手を思い

やる心を養う。 

 

３．「人権の花」運動でめざす子ども像 

 命の大切さや、自分が大切な存在であることに気づくとともに、自分も相手も同じように

大切な存在であることを認め、互いの人権を尊重する行動ができる子ども。  

 

４．スローガン 

・みんなの笑顔で咲かせよう 人権の花 

 

５．年間活動計画 

（１）主な活動内容 

〇学校園に花の種や苗を植え、心をこめて育てる。 

〇花の成長を観察し、観察カード、写真等で記録する。 

〇育てた花の種を地域の方に渡す。 

 

（２）活動する学年 

 ３～６年生   3 年 ひまわり ４、５年マリーゴールド ６年 ポーチュラカ 

            畑     プランター各クラス４つずつ 

（３）活動計画 

月          活  動  内  容 

４ ・「人権の花」運動」打ち合わせ  

・「人権の花」運動実施計画およびスローガン作り 

５ ・「人権の花」運動指定書交付式 ５月２９日（月）８：５０～９：２０ 

・ひまわり種植え 

６ ・栽培（水やり等）、観察や記録（観察カード写真） 

７ ・栽培（水やり等）、観察や記録（観察カード写真） 

８ ・栽培（水やり等）・人権作文、人権標語の取り組み 

９ ・栽培（水やり等）、観察や記録（観察カード写真）、ひまわりの種収穫 

10 ・栽培（水やり等）、観察や記録（観察カード写真） 

・種等収穫 

11 ・栽培（水やり等）、観察や記録（観察カード写真） 

12 ・「人権の花」終了  ・人権参観日 

 

 

 



６．指定書交付式 

 ５ 月 ２９ 日（月）に大平山小学校体育館で実施されました。マスコットのまもるくん

とあゆみちゃんが登場すると子どもたちから歓声が上がりました。交付式が終わってから、

人権擁護委員さんによる「花咲き山」の読み聞かせも行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









１１．考察 

＜成果＞ 

☆人権の花運動を通して、花を大事に育てていくと心が豊かになることややさしい気持ち

になることが実感できたと思う。 

☆３年生は、理科の学習と兼ねて、ひまわりの背丈を測ったり、観察した様子を絵に描いた

り、生長する様子を身近に感じることができた。 

☆人権・平和委員会の普段からの取り組みで、うれしかったことを書いてそれをお昼の放送

で紹介する活動を行っている。「人権の花」運動の取り組みと重なり、ハッピーカードに書

く子どもも増え、人権意識が高まった。 

 

＜課題＞ 

・水やりをかかさずできず、用務員さんが代わりに水やりをすることがあった。休日や夏休

みの水やりには課題が残った。花を枯れさせないように育てることの難しさを感じた。 

・定期的に花の様子を報告するなどしていくと全校で意識して活動を行っていることを感

じられると思うが、時間の確保が難しかった。 

 

 


